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今後のおもな活動予定

９月
児童クラブ課懇談会・

要望書提出

9月
第2回市連協代表者会議、県連
拡大代表者委員会&交流会

10月 全国学童保育研究会

11月
第34回滋賀県学童保育

研究集会

2022年
2月

第3回市連協代表者会議、県連
拡大代表者委員会&交流会

2022年
4月

新旧合同本部役員会

2022
年

5月

第47回大津市連協
定期総会

大津っ子まつり中止に

※暫定的な予定であり、変更の可能性があります。

保護者会費1000円のうち市連協に300円、県連協に700円をそれぞれ保護
者の方より負担してもらっています。700円×人数分で年間100万円以上
のお金が県連協に計上されているにもかかわらず、用途が不明瞭だとの
意見が出されました。昨年度から議論を重ねていますが、県連協担当者
も会議に参加するなどの活動を行い、今年度も引き続き市連協担当者か
ら働きかけを行います。会費は保護者のみなさまから頂く大切なお金で
す。有効なものにしていくために、まずはひとつづつクリアにしていき、
市連協としても引き続き働きかけを行っていきたいと思います！

2021年度市連本部役員

5月16日(日)に大津市学童保育連絡協議会の第46回総会を開催しました。
例年は「明日都浜大津ふれあいプラザ」にて総会を行っていましたが、
昨年から続く新型コロナウイルスは終息の気配を見せず、拡大防止が求
められる中、今年度もオンラインにて総会を行いました。
今回の総会では、前年度活動報告と決算・会計報告、新年度の本部役員
体制、活動方針・計画（右表参照）、予算、規約改定について、それぞ
れ議決が行われました。

県連協会費の使途の透明化を
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市連協だより

第46回市連協総会を開催！

市連協では、例年５月後半に皇子が丘公園で開催される「大津っ子まつ
り」に出店し、たこせん・ジュースの販売、スライムづくりを行っていま
した。昨年に引き続き、今年度も残念ながら、新型コロナの感染拡大防止
のため、大津っ子まつりは中止になりました。来年は無事に開催できるこ
とを願いたいものです。



2021 年度市連協がおこなう４つのこと

「日本の学童ほいく」は唯一の学童保育の専門雑誌で、記事は保護者、支援員、行政と様々な立場で構成
されています。働きながらの子育てに役立つ情報が充実し子供の読み物としても楽しい月刊誌です。
本誌は広い目で現場を知るための貴重な情報源で、他の学童保育所と比較する事で子供が通う学童保育所
の現状を見つめ直すきっかけにもなります。児童クラブにも設置されておりますので、是非手に取ってご
一読下さい。

ご覧になられたことはありますか？「日本の学童ほいく」

市連協の活動内容の保護者への浸透と現場の声の吸い上げ
市連協の活動をご存知ではない保護者の方への啓蒙活動として、各保護者会でも市連協の活動内容をお知らせいただいて活動内容の保護者
への浸透を行っていきます。また「市連協だより」に加え、現場からの声のみを編集した紙面の発行等も計画しており、市連協の活動によ
り多くの保護者が参画していくようなボトムアップの形を取っていきたいと思います。

行政への要望を実現するしかけの構築

市連協本部の業務整備
各役割の枠を超えて助け合える体制をとり、役員全員が一体となり活動を進めていきます。

学童保育の理想を考える
市連協は子供達に「安全な居場所」と「質のいい保育」とを確保すべく活動をしています。滋賀県大津市連絡協議会と連携して他市比較を
通じ、保護者に学童保育のあるべき姿を考えてもらう機会をつくっていきたいと思います。

①要望の整理：実現しなかった要望の課題を取り除く、代替案への切り替え
②要望の精査：寄せられた要望が単一の意見か総意かなど精査し訴えかけ
③要望提出先を大津市児童クラブ課のみに限定しない
④連携の推進：現場の声を沢山拾い上げられるよう、各保護者会、各学校、PTA とのつながりを持つと
同時に、地域に根差した学童保育としていきます
⑤連携の強化：要望運動を市連協単独のものとせず、滋賀県学童保育連絡協議会や大津市保育運動連絡
会、支援員の労働組合と連携して、多方面からの統一の要望として訴えていきます


